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上に、本当に自分が考えていたことだと思いま
す。「育成」部分で学びをどう継承していくか
ということですね。
山本　ありがとうございました。後藤さん。
後藤　「育成」という面で、さっき日本のスタイ
ルを目指すということを言いました。育成年代
に日本のスタイルはこれだということを確立
しておくことの必要性。日本代表は今ご承知
のように、ほとんどの選手が海外のいろいろな
国のいろいろなクラブに分散していて、それが
急に集まってほとんど準備期間もなしに試合
をしなければいけない。そういう状況です。こ
れが例えばスペインだったら、レアル・マドリ
ードとバルセロナという二つのクラブの選手
を集めてくる。ドイツだったら、バイエルン・
ミュンヘンの選手を集めてくる。そこである程
度コンビネーションが確立されたクラブのユ
ニットを使うことができますが、今の日本はコ
ンディションはバラバラ、普段やっているサッ
カーはバラバラ、乾いたコンディションでやっ
ているチームもあれば、雨ばっかりのところで
やっている選手もいる。いろいろなものを集
めなければいけない。そこで、一つのまとまっ
た試合をパッと集まってパッとするには、若い
年代から日本代表のサッカーのスタイルはこ
れだと身につけるようなことをしていかなけ
ればいけない。そのためには、何が必要かとい
うと、各年代で一つの方向性をきちんと持たせ
る。今までだと、例えばフル代表はハリルホジ
ッチさんで、オリンピックは誰、監督によって
全然違うことをやっていた。だから、せっかく
オリンピックで活躍した選手がフル代表に行
けないということがよくあった。そういうこと
を含めて全体の方向性をきちんとすべきだと
いうのが一点です。ただ、同時に、では日本中
のコーチが同じことを教えればいいのか。これ
は違う。同じような選手がいっぱいいる。巧
いけれど規格外の選手が出てこないと困った
ことになる。どの部分はグランドデザインとし
て一つの方向性を持たせるのか、どの部分は
各クラブによって独自性を持たせるのか、その
辺まで含めて将来全体としてこうやっていく
ということをどこかで決めてもらわないといけ
ないので、サッカー協会理事の北澤さん、頑張
ってください。
山本　ありがとうございました。では、早川さ
ん。
早川　最後が僕でいいんですか。「フィジカ
ル」になっちゃいますが。サッカーの体力は、
「持久力」と「高強度運動」と「スピ ドー」と「筋
のパワー」の大きく４つがあります。もちろん
コーディネーション、アジリティとありますが、
大きくは前述の４つがあります。日本人はこう
いうところでは優位性がある、こういうところ
では伸びしろがまだたくさんある、韓国はここ
が強い。というようなものがあります。育成
年代で、3年前から代表チームにフィジカルコ
ーチをつけることになりました。体力テストを
やると、フィジカルコーチをつけたカテゴリー
の数値が軒並み良いというのがわかりました。
もちろんこの数値が高いだけがサッカー選手
の評価ではないのですが、やはり野球の大谷
選手のようにアスリ トーの能力があって、そし
て技術や戦術勘が高いというのが理想ですか
ら、体力の数値は高いに越したことはない。こ
れから何が言えるかというと、サッカー選手は
サッカーしかやっていないのではないか。果た
してサッカーだけやっていては伸びない能力
はある。なぜなら最大のスピ ドーが毎回のテス
トで出るわけじゃないし、練習によっては1週
間の中で本当にその人の最大スピードが出て
いるかもわからない。そのために今GPSとか
が出てきているので、そういうもので評価する
ことができるようになりました。筋のパワーの
発揮というのは、残念がらサッカーだけでは大
きくは向上していかないので、サッカーから取
り出してやることが必要になる。これを育成年
代から計画的にやらなければいけないと思い
ます。この3年間、アンダーカテゴリーの日本
代表の選手のテストをやりました。ハイジャン
プをみると、5段階評価のすごく飛ぶ人が5、全
然飛べない人が１ですが、これを国立スポーツ
科学センターの他競技の選手の数値を比べる
と、この19歳のサッカー選手の数値はなんと
2でした。ということは、海外の選手と比べて
も、国内の他競技の選手と比べてもパワーが
物足りない。これを体格のせいにしてはいけな
いと思います。もちろん体格の違いはあるが、
やはりやれていないのではないか。少なくとも
世界と戦うと言っている種目の19歳の代表選
手が「2」では心もとない。ここを4とか5にし
ていかなければいけない。これをやるには、プ
ロになってからやるのではなく、小学生から何
かの働きかけがあって、継続的に中学生、高校
生、プロになったら更にこういうところを専門
的にやっていかなければならないでしょう。フ
ィジカル面ではすごく強くなっていくと思い
ます。
山本　ありがとうございました。それぞれ皆さ
んのアクション・アクティビティをずっと貫い
てこられたバックグラウンドから話をしていた
だきました。
　残り時間がわずかとなりましたが、質問があ
れば受け付けます。どなたに対して答えが欲し
いのか、また自分のお名前を言って質問をお願
いします。質問のある方どうぞ。
参加者２　今日はありがとうございます。北澤
さんにご質問です。育成というところで、今ご
自身でもサッカーチームの運営をされている
と思います。勝利至上主義になってはいけな
いとはいえ、良い指導者は育成と同時に勝利
も求められます。私も小学生年代を見ていま
したが、勝たないと指導者として認められない
というところがあります。プロは勝たないとク
ビですが。育成のところは育成プラス勝利を
目指すところが非常に大事ですが、私の周りで
は育成しているから、勝たなくてもいいという
指導者もいたんですが、育成と勝つことに対
するご自身の考え方を教えてください。
北澤　言っている通りです。育成の中でも年
代があって、幼稚園ぐらいの年代でそこまで持
たせるかどうかというのは、何を指導していく
かというところだと思います。ただ試合で喜べ
るのは、勝った負けたというところだと思うの
で、意識させるということよりそういった方向
に持っていけるかという指導のやり方だと思
います。ただ、6年生ぐらいになれば当然そう
ではなく、勝ち上がれなくなってくるので、あと
はギリギリの戦いの中で勝つか負けるかとい
うところは持っていないと、意欲にも繋がらな
いと思うので、融合をどうさせるかの難しさと
いうのをどう体系立てていくかがこれからの
指導者の資格になってくると思います。
早川　スポーツなので、勝つというのは大前
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提だと思います。ただ、育成をこう伸ばすとい
う目的があるというのももちろんなので、そう
いう中でチームが勝つためには、チームとして
の練習が多くなります。ただ一番大きな目的が
個であれば、個の練習の数が多くないと辻褄
が合わなくなると思います。結果がどうなるか
はわかりませんが、僕の中では、個の、一人を
伸ばすための練習がどれだけクラブの中に入
っているのかというのが大きなポイントだと
思います。
山本　ありがとうございました。時間の関係で
もうひと方、もしあれば。
参加者３　今日は貴重なお話をたくさんして
いただき、ありがとうございました。早川さん
にお伺いしたいのですが、僕もTVでベルギー
戦を見ていてワールドカップ全体で興奮した
んですが、最後の３失点目をしたところで、チ
ームとしてはドローで点を決めなくても良か
った状況で、最後のコーナーキックで90分の
中で勝ちに行って、５人ぐらい中に入って、結
果的にああいう形になりましたが、ベンチとし
ては、あの時はどういう判断だったのですか。
早川　ありがとうございます。ちょっと西野さ
んに電話してみますね。僕はその時のベンチ
の状況はわからないです。僕は立場的に時間
が経てば経つほど日本に有利だと思っていま
したし、選手に「エキストラに行ったら日本が
勝っていたんじゃないのか」と言ったら、特に
ディフェンスの選手たちに、延長に行ったら僕
らやられていましたよという選手が多かった
ように思います。その中で、そういう風に全員
考えているから、本田が決めようと思って、あ
あいうシンプルなボールを入れたのかという
ところまではわからないです。でも本田は直
接、その前にあわやといういいフリーキックが
あって、その勢いでポンと蹴ったのかもしれな
いし、香川真司はショ トーコーナーを予想して
本田のショートコーナーのポジションに入っ
ていましたし、いろいろな要素があって、それ
が経験なのかなと思います。ああいう時にどう
すべきかというのはきちんと継承されていか
ないといけない。いいとか悪いとかではなく。
負けたから悪いんですが。負けたら絶対にダ
メなんです。絶対勝たないと。だけど、中の選
手はそういう風に感じた人がいたということ
と、あとは香川がショートコーナーをやろうと
思って機を作ったということと、香川とセンタ
ーラインの間にあるボールが入るので、香川も
中に入っていたらあそこにはボールが出てこ
なかったかもしれないし、後から見るといろい
ろなことが言えると思うんですが、質問の結論
から言うと、西野さんに電話しないとわからな
いです。
山本　高橋くん、どうもありがとうございまし
た。
第二部はこれから先のことを考えながら少し
後ろを振り返って話をして参りました。ご出演
は、李宇音英先生、北澤豪さん、後藤健生さん、
そして早川直樹さんでした。どうもありがとう
ございました。
一同　ありがとうございました。
飯田　ありがとうございました。皆さん様々
な立場からいろいろな意見を出していただき
ましたが、最終的には、常にブラッシュアップ
する個があって、そして組織との折り合いがあ
って、世界を見る。ここは共通していたと思い
ます。たまたまサッカーという窓からいろいろ
お話をいただきましたが、自分のやっているこ
と、日常もたった一歩方向やそのベクトルを変
えるだけで、大きく変わると思いますので、ぜ
ひ今日のこの時間を無駄にしないように今後
もやっていってもらいたいと思います。今日は
本当にお疲れ様でした。
